
別府市コミュニティ・スクール連絡会

心を合わせて地域の子どもを育む

別府市コミュニティ・スクール

日時：平成３０年２月８日(木)

場所：別府市役所５階大会議室



コミュニティ・スクール導入の効果 ～いじめ不登校数の推移から～

いじめの認知件数と解消状況の推移 不登校児童生徒数の推移
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コミュニティ・スクール導入の効果 ～別府中央小学校の家庭用・地域用シートから～

重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標

いじめ、不登校を生み
出さない豊かな人間関
係づくりの推進

いじめの認知件数２０件以内
新たな不登校児童を出さない

児童アンケート項目の肯定的
回答８５％以上、かつＡ評価

５０％以上（・学校が楽しい・優
しい声かけ・傷つける言葉０、
仲良く遊ぶ、悩みを聞く友達）

・家庭内でのあいさつを
しっかり行う

・家庭内での手伝いを
しっかりほめて続けさ
せる

・毎日、家庭内でのあいさつを
大人から率先する

・自分ができる家庭内での手伝
いを１つ決め、毎日取組ませ、
しっかりほめる

家
庭
用
シ
｜
ト

地
域
用
シ
｜
ト

重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標

いじめ、不登校を生み
出さない豊かな人間関
係づくりの推進

いじめの認知件数２０件以内
新たな不登校児童を出さない

児童アンケート項目の肯定的
回答８５％以上、かつＡ評価

５０％以上（・学校が楽しい・優
しい声かけ・傷つける言葉０、
仲良く遊ぶ、悩みを聞く友達）

・登下校時の温かい声
かけと見守り

・地域でのボランティア
清掃

・毎日、登下校時「おはよう」
「いってらっしゃい」「さよなら」
「がんばって」などの声かけを、
大人が率先してする
・学校が行う年数回の校区のボ
ランティア清掃に参加し、子ど
もとふれあいながら活動するこ
とで、地域を愛する心を育てる



コミュニティ・スクール導入の効果 大分県学力定着状況調査
～上人小学校の総合質問紙調査結果より～

平成２６年度

平成２７年度
平成２８年度



別府市のコミュニティ・スクール～今～
～朝日中学校の地域の方との取組～



別府市のコミュニティ・スクール～今～

参加者は１５名と少
なかったですが子ど
もたちも参加して手
伝ってくれました。翌
週から子どもたちが
良い姿勢で学習に取
り組めました。

いつも見守りをしてくだ
さっている自治会会長さ
んや民生児童委員さん、
交通指導員さんと対面が
できました。一人ひとりの
自己紹介も行いました。

（学校運営協議会）

～上人小学校の学校便りより～



別府市のコミュニティ・スクール～今～

民生委員との意見交換会とその後の授業参観

～朝日小学校のホームページより～

朝の交通安全運動



課題

（１）学校間における取組（意識）の差

①学校の課題の共有

②学校教育目標を決定し、地域の承認を得る

③育てる資質・能力を明確にする

④それぞれの立場で何ができるか主体的に考える

（２）中学校区共通の重点的取組の差

（３）人材の確保（実働隊）



（１）学校間における取組（意識）の差

②学校教育目標を
決定し、地域の
承認を得る

③育てる資質・能力
を明確にする

④それぞれの立場で
何ができるか主体的
に考える

①学校の課題の共有



（２）中学校区共通の重点的取組の差
（平成２８年度 家庭・地域用シートの評価から）

中学校区共通の取組が位置付けられている

中学校区共通の取組が位置付けられている

中学校区共通の取組が位置付けられていない

中学校区共通の取組が
位置付けられていない

中学校区共通の取組が
位置付けられていない

中学校区共通の取組が
位置付けられていない



・質の高いよりよい学校教育の実現
・家庭・地域の教育力の向上
・地域コミュニティづくり

（３）人材の確保（実働隊）



これからの取組（課題解決に向けて）

１．コミュニティ・スクールの手引き作成

２．中学校区連絡会での取組の見える化（協働４点セット）
（学校用・家庭用・地域用の３枚→１枚）

３．幼小中高大の連携

１．学校間における取組（意識）の差

①学校の課題の共有 ②学校教育目標を決定し、地域の承認を得る

③育てる資質・能力を明確にする ④それぞれの立場で何ができるか主体的に考える

２．中学校区共通の重点的取組の差

３．人材の確保（実働隊）



別府市の未来のために

ご清聴
ありがとうございました。


